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研究成果の概要（和文）：社会課題やその解決目標のLODを編纂・共有するWebシステム「ゴオルシェア」を開発
し，2回のシビックハッカソンで試運用した上で，各ハッカソンで入力されたLODの性質の違いを詳細に分析し
た．ゴオルシェアに関する成果を国際会議IFIP ePart 2016，Springerの国際論文誌Applied Intelligence，人
工知能学会論文誌で発表した．さらに，社会問題タグの自動付与やゴオルシェアの後継システムについて，国際
会議ECOSE 2017に論文が採択され，発表予定である．JST CRESTの研究課題（伊藤孝行代表）とも相補的に連携
し，議論ファシリテータの質問生成に関する研究を行った．

研究成果の概要（英文）：We developed a Web system "GoolShare" for co-authoring and sharing linked 
open data (LOD) of social issues and their resolution as public goals. Twice trial uses of GoalShare
 in civic hackathons are conducted. We analyzed the differences in the characteristics of 
constructed LOD at each hackathon. The results are published at IFIP ePart 2014, ePart 2015, ePart 
2016, Applied Intelligence (international journal published by Springer), Transactions of JSAI, etc.
 In addition, another paper on automatic assignment of social problem tags and a successor system of
 GoroShare is accepted by ECOSE 2017. In collaboration with a JST CREST research project 
(representative: Takayuki ITO), we conducted research on automatic question generation asked by 
discussion facilitators.

研究分野：知能情報学に基づく市民協働の支援技術
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初から，日本の地域社会は複雑

に絡み合った多様な問題 (災害リスク増大，
インフラ老朽化，少子高齢化，過疎化，世代
間格差，etc.) に直面しており，その状況は昨
今ますます顕在化してきている．地域特有の
多様な問題に対処するには，公的討論を通じ
た住民の参画が非常に重要である．特に研究
開始当初，東日本大震災の被災地は，震災被
害に起因する様々な問題を抱えており，行政
だけでなく地域住民自身が積極的に参画で
きるような体制作りが重要視されていた． 
これまでも，SNS やソーシャルメディアを

用いた市民参画・市民協働が試みられていた．
しかし，従来の SNS やソーシャルメディア
はリアルタイム性に重点が置かれ，「誰がど
の課題をどのようなアプローチで解決しよ
うとしているか」を共有する機能を持たなか
った．そのため，「誰がどんな社会課題にど
んなアプローチで取り組んでいるのか」「そ
のために貢献すべきことは何か」を共有する
機構がない．そのため，潜在的な協力者の探
索が困難であり，貢献可能な知見や意欲を持
つ市民であっても参画が難しい．その結果，
組織を超えた協働には至らない場合も多か
った．この問題点により，新たな市民が外部
から参画を検討した際，それまでの活動の文
脈を把握することが難しくなる． 
もし，似た目標を持つ主体同士をマッチン

グし，潜在的な協力者として推薦することで，
市民協働を促進するサービスを開発できれ
ば，人々の参画への心理的障壁を軽減しつつ，
社会の持続可能性を向上させる一助となる
可能性がある．このように市民協働を促進す
る技術の確立は，知識処理や Web インテリ
ジェンス，オープンデータ等に携わる研究者
に課せられた社会的急務であると考えた．  

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，市民協働を促進する上で

必要不可欠な情報の共有機構の開発である．
すなわち，似た目標を持つ他主体を検索可能
にし，公共圏での協働による問題解決を促進
する Web サービスを開発する．そのために
は，活動の文脈を構造化・可視化して参画の
間口を広げるシステムが必要である．そのた
めのアプローチとして，社会課題とその解決
目標を Linked Open Data (LOD) として公
開・共有することにより，各主体が目指す目
標間の類似度を計算可能にする．これにより，
目標の類似性に基づく協働可能性の推薦を
可能にする． 
また，活動に関連する社会問題や，活動の

部分目標に必要なタスクやリソースをタグ
付けすれば，類似性だけでなく相補性に基づ
く協働可能性の推薦も可能になる． 
 
３．研究の方法 
解決を試みた主な技術的課題は以下の 3つ

である． 

 
1. 協働促進に適した，社会課題とその解決

目標のデータモデルの設計 
2. 実社会における社会課題と解決目標の

LODデータセットの構築 
3. 協働促進に適した目標マッチング手法

（目標間類似度の計算手法）の開発 
 
まず，社会課題やその解決目標を Linked 

Open Data (LOD) として記述するためのデー
タモデルを設計した．部分目標の階層構造や，
参画する主体，関係する地域を記述できるよ
う，図 1に示すように既存のデータセットへ
のリンクを前提にした設計を行った． 
上記データモデルに基づき LODデータセッ

トを構築するには，多人数で入力・編集でき
るシステムが必要となる．そのために，社会
課題やその解決目標の LODを編纂・共有する
Web システム「ゴオルシェア」を開発した．
ゴオルシェアのユーザインタフェースを図 2
に示す．震災に関する LODデータセットも構
築し，目標間類似度の計算に関する評価実験
を行った． 
ゴオルシェアの実社会応用に向け，市民参

加型のイベントであるシビックハッカソン
で複数回試運用し，実社会の活動に関する
LOD データセットを構築した．また，その結
果についての分析を行った． 
また，2015年 10月から開始した JST/CREST

の研究プロジェクト「エージェント技術に基
づく大規模合意形成支援システムの創成」

図 2: ゴオルシェアのスクリーンショット 

図 1: 社会課題とその解決目標を LOD 化

するためのデータモデル 



（伊藤孝行代表）とも相補的に連携し，社会
問題に関する Web上での建設的な合意形成を
可能にする技術の研究を行った． 
他にも，人工知能学会 市民共創知研究会

にて，研究シーズと市民のアイデアを繋げる
試みを行った． 
 
４．研究成果 
ゴオルシェアの実社会運用について分析

を行い，ユーザインターフェースに関する改
善点を明らかにした．具体的には，Code for 
Nagoyaが主催した 2回のハッカソンでの試運
用を行い，各ハッカソンで入力された LOD の
性質の違いについて詳細な分析を行い，その
結果，使用方法の教示に関して満たすべき要
件が明らかになった．これらの，データモデ
ル設計やゴオルシェア開発から実社会での
試運用までの成果を，国際会議 IFIP ePart 
2014，ePart 2015, ePart 2016, Springer の
国際論文誌 Applied Intelligence，人工知能
学会論文誌等で発表した．さらに，DBpedia
からの社会問題オントロジー抽出やゴオル
シェアの後継システム MissionForest（図 3）
について，国際会議 ECOSE 2017 に論文が採
択され，2017年 9月に発表予定である． 

 
JST/CREST の研究プロジェクト「エージェ

ント技術に基づく大規模合意形成支援シス
テムの創成」（伊藤孝行代表）とも相補的に
連携し，Web 上の公的討論のコーパス分析を
行った，その結果，特にファシリテータの問
いかけ表現の重要さが示唆された．このこと
から，ファシリテータによる掘り下げ質問に
焦点を当て，質問生成手法を試作した．この
成果について，国際会議 IEEE ICA 2017 に論
文が採択され，2017年 7月に発表予定である． 

さらに，市民参加型イベントでのアイスブ
レイク支援技術として，演奏未経験者のため
の即興合奏支援システムの研究にも取り組
んだ．この成果は，国際会議 SCM 2015 等で
発表した． 
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